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指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

学校図書館支援学校図書館支援学校図書館支援学校図書館支援センターセンターセンターセンター事業事業事業事業

開始年度 2005 終了年度 9999

目的 こどもの読書離れが危惧されるなか、乳幼児から児童生徒までの読書活動を支援し、情操を豊かにするとともに考える力の向
上に寄与する。
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事業名

部署名 文化の館

小中学校へ司書が出かけ、また園児たちを招待するなど、市民と学校と図書館が手を組んだ年齢別の事業は全国的にも稀であ
り、0歳から中学生までを対象に年齢に相応しい下記の事業を行って、こどもが本に親しむ環境作り、読書支援を行う。「図
書館司書の日」「ブックトーク」「本との素敵な出会い」「こどものつどい」「絵本とよちよち1・2・3」「あかちゃんと絵
本のひろば」

事業コード

2212

概要

法令
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活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標
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基本施策
体系

重点施策
体系

こどもの読書支援イベント年間開催回数（館内
イベントのみ対象）

目標値 45454545 70707070 70707070 80808080 80808080回

実績値 103103103103 102102102102

こどもの読書支援イベント年間参加者数（館内
イベントのみ対象）

人 目標値 1000100010001000 1200120012001200 1200120012001200 1300130013001300 1300130013001300

計算
根拠

事業への参加者累計

実績値 1884188418841884 1915191519151915

達成率
（％）

188.4188.4188.4188.4 159.6159.6159.6159.6

実数値

ランク ＡＡＡＡ AAAA

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

学校教育を充実する学校教育

基本目標 属性 基本施策

教育環境の整備・充実

実施施策

2011

「人の増えるまち」づくり 学校・地域・家庭教育安心して生み育てられる子育て環境
の充実

重点施策 分類（大） 分類（小）

813

H23事業名 学校図書館支援センター事業 2212
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【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

0歳児、幼稚園・保育所（園）園児、小学生、中学生が本に親しむよう年齢別に
事業を実施して、これらの機関から多くの賛辞と多くの要請を受けている。

根
拠

事業名 図書館サービス

主体 福井県立図書館

市民への直接的サービスが重要である。

必
要

性

【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

「子どもたちが本に親しむかどうかということは今後の国のありようを左右す
る」と英国のブレア元首相の言葉であるらしいが、読書推進事業は行政以外が果
しえないことである。
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根
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有
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性
効

率
・
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【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ある

不可能

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。

事業名

所管課

根
拠

ない

図書購入とバスの賃借料以外はゼロ予算である。削減の余地はない。根
拠

国・県等の補助制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めない

根
拠

Ｈ22・23年度において、学校図書館支援員が学校図書館充実を図るため各小中学
校に配置される。図書館司書、小中学校担当教諭および学校図書ボランティアも
含めた連携強化により子どもの読書向上が望める。

根
拠

基金事業2年目であり、基金事業終了後(H25～）におい
ても学校図書館支援センターの事業内容が維持できる
よう基盤強化を図りたい。
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【平成25年度　方向性】

図書館司書と図書ボランティアとの連携強化を図り、
子どもの読書推進事業として、学校図書館支援セン
ター事業をさらに進めていきたい。

平
成
2
5
年

度
計

画

【平成24年度　方向性】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H25提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

H23事業名 学校図書館支援センター事業 2212
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